
５．環境保全活動の経緯 
 
５）－１温暖化ガスの排出削減 
 
弊社においては、２００１年４月に省エネ推進会議を発足し

て以後、対前年度比年間原単位１％以上の電力削減を目指し
て活動を継続しております。 
 
 

各年度別原単位推移 

 

対前年度比原単位 

 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 

原単位推移 １００ ９７．７ ９８．９ 

 
 

平成１１年度比原単位推移

95
95.5
96
96.5
97
97.5
98
98.5
99
99.5
100

平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度

Ｈ
１
１
年
度
比
原
単
位



 

５）－２ 産業廃棄物の削減 
    
弊社においては黒鉛の精錬・粉砕工程からの汚泥・分散体
製造時の洗浄排水・フレコンバック等の廃プラスチックが廃棄
物の主なものであり、数値目標を立て２００１年４月に資源リ

サイクル推進会議を発足して発生の抑制とリサイクルを推進
しております。 
 

年度別廃棄物量推移 
平成１１年度を１００とする 

 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 
産廃排出量 １００ １００．６ ６２．３ 

 
 

 

産廃排出量推移
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５）－３ 化学物質の管理と使用量の削減 

   
ＰＲＴＲ法の施行により指定化学物質の量管理と置換・削
減を押し進めるため２００１年４月に化学物質総合管理会議
を発足し、その管理と置換・削減を推進しました。 
 

ＰＲＴＲ法第一種指定化学物質の使用量推移 
単位はｋｇ 

 平成１２年度取扱量 平成１３年度取扱量  

アクリル酸 １０００ １１５２  

ビスフェノールＡ ６００ ２００  

キシレン ６２９０ １０２０  

１．４ジオキサン ４０２０ ０  

テレフタル酸 ８７７０ ４７７５  

トルエン １１２６９ ４１５３  

ニッケル １５１０ ２００６  

硼素及びその化合物 １００５ ８６１  

オクチル＝フェニルエーテル ７８５４ ８６７  

ノニル＝フェニルエーテル ８６８０ ３１９３  

Ｍｏ及びその化合物 ６０３０ １１６５９  

合計取扱量 ５７０２８ ２９８８６  

指定化学物質取扱量
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５）－４ 環境汚染防止の推進 

黒鉛の精錬・粉砕と塗料への二次加工を行い、製品化して
いるために精錬排水や分散設備よりの振動等、生活環境汚
染をもたらす可能性が有り、公害・環境整備会議を長年に渡
り開催し対応してきました。近年は公害問題も皆無に等しくそ
の結果周辺住民にご迷惑をお掛けする事も無くなりました。 

 
最近の工場周辺環境 
（１） 排水排出状況 
 

 ＳＳ ＣＯＤ ＢＯＤ トータルＮ トータルP P Ｈ 

実測値 １８ｍｇ／Ｌ １４ｍｇ／Ｌ １３ｍｇ／Ｌ １．０７ｐｐｍ ０．０９ｐｐｍ ６．８２ 

規制値 ７０ｍｇ／Ｌ ３０ｍｇ／Ｌ ３０ｍｇ／Ｌ １２．０ｐｐｍ １．２０ｐｐｍ ６～８．５ 

 
 
（２） 工場周辺騒音・振動測定結果 
 

 工場北側（昼間） 工場北側（夜間） 工場南側（昼間） 工場南側（夜間） 

騒音規制値 ６５ ５５ ６５ ５５ 

騒音（ｄＢ・Ａ） ４９ ４８ ５４ ５４ 

振動規制値 ６０ ５５ ６０ ５５ 

振動（ｄＢ） ４０～４５  ３９～４１  

 


